
越美山系砂防事務所と現場代理人等との意見交換会を開催 

越美山系砂防事務所の砂防工事に関するさまざまな課題を共有し、より円滑で効率的な工事を施工するため、
受注者の現場代理人・監理技術者と越美山系砂防事務所職員等による意見交換会を行いました。 

日  時：平成30年2月23日（金）１４：００～１６：３０ 
場  所：越美山系砂防事務所 2階会議室 
参加者：現場代理人・監理技術者 １５名 
    国土交通省 中部地方整備局職員 １3名 
概  要： 
 ・意見交換 ①現場施工の円滑化に対する課題  ②設計図書と現場施工の不一致について 
       ③週休二日制への取り組みについて  ④ICT活用への取り組みについて 
 ・話題提供（平成29年度の工事事故発生状況、流木対策工の事例、けんせつ小町隊の取組について、他） 

【現場代理人等から頂いた主な意見】 
現場施工の円滑化について コメント 

適切な工期設定 早期発注等により、少しでも工期を確保できるように努めているが、「冬期作業が困難」「週休二日制の導入に伴う
施工量・設定工期への懸念」等、現場条件を考慮し、適切な工期設定を求める意見があった。 

設計図書の不備 受注者からは設計図書の不備などの意見が出された。発注者からは契約を進めるにあたり、施工に影響を与えな
いように努力したい」との意見を示した。 

ワンデーレスポンスの実施実態 
「現場不一致等、工程に影響があった際に早急に対応して頂けた」といった意見がある一方、「事務所へ協議資料
の趣旨が伝わらず、回答が長引くことがある」等の意見もあり、指示協議について、より一層、ワンデーレスポンス
を意識した対応に努めるとした。 

ＡＳＰへの取り組み 「書類提出の移動時間が省かれ、現場での施工管理に携わる時間が増えた」などの意見が多数あった。 

コメント 

設計図書と現場施工の不一致について 
「仮設及び施工方法の設計が現場に適していない」などの詳細設計図面の成果品質向上を求める意見があった。
また、「前年度完成の図面が当初発注図面に反映されていない」といった意見もあり、事務所からは詳細設計成果
を含め、現場施工に合わせた仮設工事の積算に取り組んでいる事を説明した。 

週休二日制への取り組みについて 

「週休二日制の導入にともなう日給月給者の対応が大きな課題である」といった意見が多数あった。発注者として、
週休二日制の工事の試行における諸課題については、引き続き改善していくこととし、また、週休二日制導入によ
る現場管理費等の上昇分については、実施が確認されたら、間接工事費率の補正にて補填が可能であるとした上
で、下請け業者まで必要額が補填されるように受注者側にも努めてもらいたいとした。 

ＩＣＴ活用への取り組みについて 
ＩＣＴ活用に関して、知識不足で現状では外注せざるを得ないといった意見が多数あった。発注者からは、現状はＩＣ
Ｔを砂防事業で上手く活用できるか手探り状態のため、諸々課題は出てくるかと思われるが、生産性向上を図るた
め、今後の人材育成・ＩＣＴ機器の導入等を積極的に検討して頂きたいとした。 

越美山系砂防事務所 
吉野事務所長挨拶 
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工事現場の現状を訴える 
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受注者からの要望に対して 
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吉野所長からのコメント 
現場代理人の方々からは、施工を円滑かつ効率的に進めるために発注者や設計者が取るべき対応について、様々
な意見を頂いた。短期的に対応できるものは実施中の工事から改善に努め、時間や調整が必要な項目については
本局とも相談して早期の改善に取り組みたい。現場の状況を詳しく知るため、今後も意見交換会を開催したい。 
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